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わが国企業の雇用管理は, これまで総じて定年制に

代表される長期的雇用と年功処遇の制度や慣行を基軸

にしてきた｡ それは, ｢年齢｣ が重要な基準とされる

雇用管理のシステムでもあった｡ 年功処遇については,

昨今, 落ち込んだ業績の回復をはじめ, 企業間競争の

激化や労働力の高齢化等を背景に, 年齢基準から職務・

職能・成果基準へ移行してきているものの, 募集・採

用や退職等に関しては, 依然として年齢基準が維持さ

れているといえる｡ 募集・採用時の年齢制限 (年齢の

上限設定) や一律の退職年齢 (一律定年制度) がそう

した例の代表である｡ また, 大卒予定者等を対象の

｢新規学卒者｣ といった募集・採用の基準も年齢制限

と不可分に関係する｡

他方, わが国では, 昨今, 高齢労働者の雇用保障や

女性労働者への雇用機会の拡大, さらにはフリーター

やニートと呼ばれる若い世代の雇用促進等の問題が雇

用政策上の重要な課題となっている｡ 法制的には, 募

集・採用時に年齢制限をしない努力義務の設定 (雇用

対策法) や 60 歳未満の定年制の禁止・65 歳までの雇

用延長 (高年齢者雇用安定法) 等の立法施策が実施さ

れたりしている｡
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本書は, こうした現状を背景に, 高齢者の雇用保障

問題そしてそれと不可分である定年制問題を視座に置

きつつ, 雇用における年齢差別禁止法導入の可否といっ

た観点から, 諸外国の年齢差別禁止法制の考察を含め,

全体として ｢雇用における年齢差別の法理｣ を研究す

る｡ 本書は, 全 4編から構成される｡ 具体的には, 序

編 (問題の所在と考察の視点), 第 1 編 (雇用におけ

る年齢差別禁止法), 第 2編 (年齢差別概念の多様性),

第 3 編 (年齢差別をめぐる法政策と判例法理) から成

る｡ 内容的には第 1編と第 2編が中心といってよい｡

各編の内容を概略すれば, 以下のとおりである｡

まず, 第 1編では, 年齢差別規制をめぐる議論をリー

ドしてきたアメリカ合衆国の連邦法である ｢1967 年

雇用における年齢差別禁止法 (ADEA)｣ を中心に,

同法の制定から現行法にいたるまで (第 1章) を, そ

の制定前史 (第 1節), 制定過程 (第 2節), 改正の状

況そして現行法の内容 (第 3節) と, 詳細に分析・検

討している｡ 続く, 第 2 章から第 4 章までは ADEA

の下で提起されてきた年齢差別事件をめぐる連邦裁判

所の判例法理が詳細に考察される｡ 具体的には, 著者

は, その第 2章で判例法理形成の背景を探りつつ, 初

期の判例の詳細な分析を通じて差別の立証ルールをは

じめ, 年齢差別事件への ｢差別的インパクト法理｣ の

適用問題, 訴訟提起に関する当事者間の権利放棄契約

の問題を検討している｡ 総じて, そこでは雇用におけ

る年齢差別の救済法理の ｢1964 年公民権法第 7 編｣

(第 7 編) への接近 (すなわち高齢労働者の雇用対策

から雇用差別禁止への規制の軸足の変更) が特徴的に

論じられている｡ 第 3章では, 年齢差別の正当事由に

関連して, さらに詳細に前記放棄契約の適法要件や年

齢差別事件への差別的インパクト法理の適用の可否を

めぐる裁判所間の見解の違い (特に, かかる法理の適

用を消極的に解した Hazen Paper 事件判決を中心と
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した判例分析) が紹介される｡ そして, 第 4章では,

ADEA の下での年齢差別事件が第 7 編による救済手

続の適用の下, 高齢者の人権保障 (年齢 ｢差別｣ の禁

止) という趣旨が明確にされながらも, 多くの正当事

由の承認 (たとえば, 年齢以外の合理的理由としての

勤続や賃金コスト等) や差別的インパクト法理の適用

否定等により, 他の第 7編訴訟とは異質の ｢年齢｣ 差

別独自の法理へと変容し, 必ずしも雇用における年齢

差別禁止に大きなインパクトを与えるものではなくなっ

ているとの結論が示される｡
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第 2編では, 同じくアメリカにおける雇用上の年齢

差別禁止法制にあって, 連邦法モデルと対置する対抗

モデルとして, 各州の年齢差別禁止法とそこでの救済

法理の形成やその具体的内容が ｢アメリカ州法モデル｣

として分析, 考察されたうえ, さらに対抗モデルの一

つとして EC指令とともに, その基盤となったアイル

ランドの法制や EC指令のイギリスの年齢差別禁止法

制に及ぼす影響をめぐる議論の状況が紹介されている｡

以下が, その概要である｡

アメリカでは, 元々, 年齢差別禁止法は連邦法より

も早く州法の下で生成・発展してきた｡ 連邦法の下で

は, 第 7編の制定時にも人種や宗教, 肌の色等と並ん

で年齢差別の禁止が議論されたが, 当時, 年齢差別は

人種等の差別とは性格の異なるものとしてその導入が

見送られたという立法史上の経緯があった｡ こうした

事実を踏まえ, 著者は, アメリカの雇用における年齢

差別禁止法制の考察として州法レベルでの年齢差別禁

止法の体系を探ることの重要性を強調する｡ そのうえ

で, 著者は, まず州法による雇用上の年齢差別規制の

歴史をスケッチしたあと, 州法全体の状況を概観し,

現在では個別には規制の内容や方法等に違いはあるも

のの, 各州が独自の年齢差別禁止法あるいは何らかの

年齢差別の禁止・制限規定を有することを指摘する｡

その特徴として, 著者は, 連邦法モデルと違って, 州

法では若年者を対象とした年齢差別に対する規制が少

なくないこと (州法モデル), しかし他方で若年者に

対する年齢差別の証明 (若年差別の立証) に関して,

裁判所が高齢者に対する差別の場合よりも困難な証明

責任を課しがちであることを各州の裁判例の分析を通

じて明らかにしている｡ そのうえで, 著者は, 連邦法

モデルに対抗した独自の立証ルールを打ち立てたカル

フォルニア州の立法モデルを検討する｡ そこでは, 賃

金コストを理由とした労働者の選択は ｢年齢｣ 差別を

構成しないと判断した 1977 年の Marks 事件判決

(Marks v. Loral Corp., 1977Cal. App. LEXIS 611

(Cal. Ct. App. 1977)) に対する学説や実務法律家,

マスメディアの批判等を紹介しつつ, 当該判決を覆す

べく法改正が行われたこと, しかし法改正後賃金コス

トを理由とする差別的扱いについて直接争われた事件

が未だ存在しないことから当該改正法の射程について

は未知数のところがあるが, こうした新立法を内容と

した ｢加州立法モデル｣ は, 年齢差別を人種差別や性

差別と同列に置くところへと限りなく接近したモデル

といい得ること (連邦法モデルと州法モデルが好対照

なモデルとして対置し得ること) 等を結論的に説いて

いる (第 1章)｡

次に, 対抗モデルの第 2として, EC 指令 (2000 年

11 月 27 日) による年齢差別の禁止が概観される (第

2 章)｡ それに関連して, 著者は, まずこの EC 指令

の起源となったアイルランドの 1988 年雇用均等法や

その下での調停事例を分析しつつ同国の年齢差別禁止

政策を考察し, 同国が, ヨーロッパ各国の中でいち早

く人種や性別に続く ｢第 3の差別＝年齢｣ 差別禁止に

向けて先陣を走り続けているとする｡ それを踏まえて,

EC 指令による差別の禁止について, その制定経緯と

ともに, 指令の内容が明らかにされる｡ 結論的には,

退職年齢をはじめ, 年少者や高齢者の ｢保護｣ という

観点から, EC 加盟各国の幅広い裁量が認める緩やか

な法システムとなっていると述べる｡ 最後に, イギリ

スのブレア政権が進めてきた雇用における年齢差別の

禁止政策が, この EC指令の影響を受けつつ, 単に年

齢差別を雇用のすべての領域で一律に禁止するのでは

なく, 雇用慣行に即しつつ段階的な年齢差別規制の達

成を目指し, またアメリカ連邦法モデルでの特色の一

つである ｢放棄契約｣ を否定する英国法モデルが明ら

かにされている｡
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最後に, 第 3編では, 日本型規範の考察として, わ

が国の年齢差別をめぐる法規範と判例法理が概観され
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る｡ そこにおいて, 著者は, わが国の定年制度の展開

過程を中心に, 雇用における年齢規範の歴史的推移や

近年の人事制度の動向や雇用情勢の変化を確認し (第

1 章), それとの関係でわが国の裁判所が旧来の人事

制度や年齢規範を所与の前提として雇用における年齢

差別をめぐる紛争事案を判断していることを批判的に

分析する｡ その上で, 定年制違法論を展開した先行研

究の学説について, その意義と限界を明らかにしつつ,

現行法下での解釈論を試みる (第 2 章)｡ 結論として

は, 1998 年 4 月施行の改正高年齢者雇用安定法を手

がかりに, 同法に示された高齢者雇用の安定施策と年

齢差別法理の調和を内容とする立法政策や就業規則の

不利益変更問題との関係で一定年齢層 (60 歳未満)

に対する労働条件の大幅不利益変更問題への年齢差別

禁止法理の適用可能性を示唆する｡ 最後に, わが国の

年齢差別禁止アプローチ (立法政策) の方向性が示さ

れ, 募集・採用段階における年齢差別規制が厳格に適

用されるべきこと, その際, 年齢をめぐる採用差別紛

争に関しては ｢紛争調整委員会｣ による解決手続の利

用や違反に対する罰金刑の付加などが検討されてよい

こと, 各国の年齢差別規制法制においても多様な取扱

いが見られた年齢相関的要素 (賃金, 勤続年数, 資格・

経験過剰等) の評価については, 当面, ｢雇用におい

て年齢のみを理由とする取扱いは, 違法無効となる｡

年齢に関わる区分は排除するように努めなければなら

ない｣ といった内容の法規定の定立が考えられ得るこ

と, そして一律定年制度に関しては, 現行の高年齢者

雇用安定法の 60 歳未満定年制度の禁止という法形式

はあいまいであるため, 年齢差別の禁止が及ばない例

外として一律定年制度が許されるといった法構造へと

改正されるべきこと, などを内容とした結論が導かれ

ている｡
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以上, 本書の内容をかなり詳しく紹介してきた｡ 本

書の最大の貢献は, なんと言っても雇用における年齢

差別規制に関して, アメリカのADEA の制定の歴史

的背景や同法の解釈・適用をめぐる裁判例・学説等に

対する詳細な考察もさることながら, 特に各州の法制

や裁判例等の動向を詳細に分析し, 紹介している点に

ある｡ また, EC 指令に関しても, 簡単な内容紹介で

はなく, その策定の背景的事実やそれが加盟各国に及

ぼす影響等について, 詳細かつ興味深い考察を加えて

いる点も本書の意義のひとつであろう｡

しかし, 他方で, そうした諸外国における年齢差別

禁止法制に対する考察が, 著者が本書で目的にした

｢わが国の雇用における年齢差別をめぐる法政策に対

して明確な指針を提供する｣ ことに成功しているかと

言えば, いささか消極的に解さざるを得ない｡ それに

は, 幾つかの理由がある｡ 一つは, 全体の構成におけ

る量的アンバランスが大きすぎることである｡ 具体的

には, 本書の構成の半分以上をアメリカの法制研究が

占め, その重要な対抗モデルとされる第 2 編中の EC

指令やイギリスでの法制の状況等に関する考察部分や

第 3編中のわが国の法政策への示唆に関する考察部分

が相当に少ないことである｡ 二つは, 各編における分

析の視角に関わる問題である｡ 具体的には, 各編の考

察内容が相互にどのように関連するのかが十分に見え

てこない不満がある｡ 換言すれば, 各編 (とりわけ,

第 1編, 第 2編) の独立性が強く出すぎて, それぞれ

が個別の外国法制研究としての意義や内容は十分に有

しながらも, 相互に共通する検討の視角と課題 (すな

わち, 年齢差別の問題は, 公序に関する差別自体の問

題なのか, その場合, それは直接的差別なのか間接的

差別なのか, あるいはそれは雇用保障の問題にとどま

り, 年齢全般に対する保護なのか, 一定年齢以上の層

に対する特別の保護を目的としたものなのか等の考察

の視角と課題) に関する著者の基本的なスタンスや主

張が, 本書での雇用における年齢差別の規制に関する

複数の法制モデルに対する分析・考察からは読み取り

にくいことである｡ このような比較法的考察における

構成上, 内容上の問題性が, 恐らく本書での読者の最

大関心事である ｢わが国における法政策への示唆｣ に

ついて, 結局のところは雇用における年齢差別の包括

的規制ではなく, 労働市場や雇用慣行の状況を踏まえ

たうえ, 募集・採用や年功賃金その他の処遇, 解雇,

定年制等における年齢基準の合理性を個別に評価すべ

きといった, これまでの先行研究の多くによる指摘を

確認的に結論づけるにとどまっているのではないかと

いう後味の悪さを残すことになってしまったように思

われる (ちなみに, 就業規則の不利益変更問題への年

齢差別規制法理の適用を示唆する点も, それとの関連
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でいまひとつ説得力に欠けると感じるのは評者だけで

あろうか)｡

以上, 評者の思い込みを恐れつつ, 読後感を述べさ

せてもらった｡ しかし, 本書をどのように評価し得る

かとは別に, わが国の雇用における年齢差別規制をめ

ぐる今後の研究に際して必読文献となることは間違い

のないところであろう｡
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おくやま・あきら 成城大学法学部教授｡ 労働法専攻｡
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